
 
「春、新たなスタートの季節」 
 
　４月、希望と緊張の新１年生を迎えて、各学校で新学期がスタート。

　また、13日の統一地方選挙では、新しい北海道知事、道議会議員

　が誕生。 

　野には福寿草が咲き、人里には餌を求めた鹿も顔を見せた。 

　町のシンボル武佐岳は、今日も町民を暖かく見つめている。 
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春
の
訪
れ
を
感
じ
る
柔
ら

か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
、
ピ

カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
新
一
年
生
が
町
内
の

各
小
学
校
に
入
学
し
、
全
町

で
二
百
七
十
七
人
の
新
一
年

生
が
あ
た
た
か
い
拍
手
に
迎

え
ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
高
校
で
は
N
高
と

農
高
で
二
百
八
十
四
人
が
入

学
。
八
日
に
入
学
式
を
行
っ

た
中
標
津
高
校
で
は
、
今
年

全
国
大
会
に
出
場
す
る
合
唱

部
の
校
歌
を
聴
き
、
新
た
な

学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

ま
し
た
。
 

（
写
真
は
、
中
標
津
小
学
校

と
中
標
津
高
校
の
入
学
式
）
 

新学校生活スタート 

ありがとうYS11型機 

地球が丸く見える

31
3

地球が丸く見える

７～８ 
4

　
日
本
に
お
け
る
戦
後
初
の
国
産
飛

行
機
（
Y
S
11
型
プ
ロ
ペ
ラ
）
は
中

標
津
と
札
幌
を
結
ぶ
空
の
足
と
し
て

活
躍
。
中
標
津
で
の
飛
行
が
最
後
と

な
っ
た
こ
の
日
、
Y
S
11
型
機
の
操

縦
を
す
る
岐
津
泰
司
機
長
は
「
自
分

の
定
年
と
重
な
り
、
寂
し
さ
も
あ
る

が
良
い
思
い
出
に
な
り
ま
す
」
と
話
し
、

二
十
三
年
の
役
目
を
終
え
た
Y
S
11

型
飛
行
機
は
、
青
空
の
中
に
飛
び
立

ち
ま
し
た
。
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根釧農業試験場の 
新庁舎が完成 

　
道
立
根
釧
農
業
試
験
場
（
水

島
俊
一
場
長
）
に
新
庁
舎
や

試
験
牛
舎
が
完
成
し
酪
農
関

係
者
な
ど
に
施
設
が
公
開
さ

れ
ま
し
た
。
二
年
間
の
移
転

新
築
工
事
に
約
九
十
四
億
円

を
投
じ
、
旧
庁
舎
の
三
倍
の

広
さ
を
持
つ
庁
舎
を
含
め
、

敷
地
面
積
は
二
百
八
十
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
。
水
島
場
長
は
「
酪

農
研
究
で
は
日
本
一
の
環
境
。

酪
農
に
か
け
る
北
海
道
の
意

気
込
み
を
表
し
た
施
設
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
 

地球が丸く見える

8
4

　
町
民
の
交
流
と
福
祉
活

動
の
拠
点
施
設
と
し
て
、

中
標
津
町
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
プ
ラ
ッ
ト
」
が
町

立
病
院
横
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
同
施
設
で
は
、

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

事
業
や
福
祉
団
体
、
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
の
活
動
拠
点
と

な
る
他
、
高
齢
者
か
ら
子

ど
も
ま
で
幅
広
い
世
代
が

交
流
し
、
ふ
れ
あ
う
こ
と

が
で
き
る
場
と
し
て
利
用

さ
れ
ま
す
。
 

総合福祉センター 
オープン 

地球が丸く見える

1
4

根釧農業試験場全景 
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6回目の 
市町村合併検討会議 
幹事会開催 

国
・
地
方
と
も
危
機
的
な
財
政
事
情
の
も
と
で
、
各
市
町
村
は
生
き
残
り
を
か

け
て
①
財
政
上
の
優
遇
措
置
が
あ
る
市
町
村
合
併
の
道
を
選
ぶ
か
、
②
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
見
直
し
な
ど
で
、
単
独
で
財
政
運
営
を
進
め
る
べ
き
か
、
選
択
す
る

時
期
が
迫
っ
て
い
ま
す
。
 

今
月
号
で
は
、
町
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
四
町
の
財
政
デ
ー
タ
及
び
合

併
協
議
会
の
協
議
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

市
町
村
合
併

市
町
村
合
併
 

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る
 

市
町
村
合
併
 

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る
 

累積収支とは　毎年度の歳入から歳出を差し引いた額の累積。収支が赤字に 
なった場合には、積立基金を取りくずし、補てんすると仮定しています。 

歳入決算額 

歳出決算額 

単年度収支 

累 積 収 支 

地方交付税 

基 金 残 高 

　毎年標準的に調達できる収入のうち、
使途の限定されない収入（普通交付
税も含む）に対する人件費や各公共
施設の管理費、借金の返済金（公債
費）などの経常的に支出しなければ
ならない経費の割合。数字が高いと
財政が硬直化していることを示す。
75％が硬直化の目安。（家計に例え
ると、収入に占める衣食住費など必
要な支出の割合）左表で見ると４町
の中で１番低い状況にありますが、
前年より0.9ポイント上昇し、目安
となる75％に近づいています。 

　自治体の標準的な行政活動を

する上での支出に対する標準的

に調達することができる収入の

割合。１に近いほど財政力があ

り、財源に余裕がある。（家計

に例えると、毎年の標準的収入

で賄える家計費の割合を示す数

字）左表で見ると、４町の中で

１番財政力はありますが、全道

平均と比較すると0.12ポイント

以上低い。 
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億円 
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経常収支比率 

74.1
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標
津
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羅
臼
町
 

別
海
町
 

中
標
津
町
 

0.3
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0.1

財政力指数 
（Ｈ12～Ｈ14平均） 

全道平均　0.417 全道平均　84.8％ 

0.290

0.233 0.253
0.191

標
津
町
 

羅
臼
町
 

別
海
町
 

中
標
津
町
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3 
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68 
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△　4 

55 

44
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△　7 

43 
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110 

112 
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43 
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109 

△　3 
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43 
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17 22 27 32

平成13年度決算ベース行財政運営シミュレーション 

累積収支 基金残高 

合
併
支
援
策
 

　
①
合
併
特
例
債
　
「
市
町
村

建
設
計
画
」
に
基
づ
い
て
行
う

一
定
の
公
共
施
設
の
整
備
事
業

に
要
す
る
経
費
な
ど
に
つ
い
て
は
、
 

  

●住民１人当たりの貯金（４町で２番目） 

　住民１人当たりの貯金は、標津町につ

いで２番目に多い21万円。 

しかし、貯金は借金の３分の１。 

●住民１人当たりの借金（４町で２番目） 

　住民１人当たりの借金は、羅臼町につ

いで２番目に少ない60万円。 

病院会計や下水道会計を含めた借金は１

人当たり140万円と、町全体では多額の

借金となっています。 

※住民１人当たりの貯金と借金は平成13

年度末の積立金及び地方債残高を平成14

年３月31日現在の各町人口で割り算した数。 

50

100

150

住民１人当たりの貯金と借金 

21

60

10 11

56
65

126123

貯金 借金 

標
津
町
 

羅
臼
町
 

別
海
町
 

中
標
津
町
 

中標津町民１人当たりの借金は 
貯金の約3倍 60万円 

　
四
月
八
日
に
第
五
回
合
併
検

討
会
議
幹
事
会
が
、
中
標
津
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
会
議
で
は
、
六
月
に
立
ち
上

げ
る
予
定
の
合
併
検
討
協
議
会

の
規
約
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

の
町
の
考
え
方
が
示
さ
れ
協
議

し
ま
し
た
。
協
議
会
の
具
体
的

な
事
務
・
事
業
に
つ
い
て
は
次

回
以
降
の
幹
事
会
で
話
し
合
わ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
統
一
地
方
選
挙
後
、

新
た
に
四
町
長
に
よ
る
話
し
合

い
が
持
た
れ
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

 厳
し
さ
増
す
 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
 

 　
北
海
道
と
北
海
道
町
村
会
な

ど
が
、
平
成
十
三
年
に
共
同
作

成
し
た
市
町
村
行
財
政
運
営
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
※
１
）
を

基
に
、
町
が
最
新
の
平
成
十
三

年
度
決
算
ベ
ー
ス
に
置
き
換
え

て
試
算
（
表
１
）
し
た
と
こ
ろ

平
成
十
四
年
度
か
ら
単
年
度
収

支
で
赤
字
に
な
り
、
十
七
年
後

の
平
成
三
十
二
年
度
で
は
地
方

交
付
税
で
約
二
十
億
円
の
減
額

と
な
り
、
累
積
収
支
で
は
二
十

九
億
円
の
赤
字
が
見
込
ま
れ
る

状
況
で
す
。
歳
入
の
四
十
％
を

地
方
交
付
税
に
頼
る
財
政
構
造

の
本
町
に
と
っ
て
、
今
後
、
歳

入
に
見
合
っ
た
予
算
規
模
に
縮

小
し
、
歳
出
の
構
造
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
、
町
の
財
政
は

破
綻
（
※
２
赤
字
団
体
）
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

　
仮
に
近
隣
町
と
合
併
し
た
場
合
、

合
併
支
援
策
と
し
て
合
併
後
十

年
間
、
合
併
前
と
同
様
に
算
定

し
た
普
通
交
付
税
を
下
回
ら
な

い
よ
う
保
障
さ
れ
る
な
ど
、
数
々

の
支
援
策
（
左
記
）
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
合
併
し
た
場
合
平

成
十
三
年
度
決
算
ベ
ー
ス
で
試

算
し
た
赤
字
が
合
併
支
援
策
の

措
置
で
解
消
さ
れ
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。
（
合
併
相
手
と

の
財
政
状
況
に
よ
り
異
な
る
）

合
併
し
た
場
合
、
十
五
年
間
交

付
税
措
置
な
ど
の
特
例
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
そ
れ

以
後
は
合
併
し
な
い
市
町
村
と

同
じ
状
況
に
な
り
ま
す
。
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市
町
村
合
併
 

暮
ら
し
が
か
わ
る
、
ま
ち
が
か
わ
る
 

自主財源＝町の条例や規則等により、自ら徴収又は収

　　　　　納することができる収入。 

　　　　　（家計に例えると、給料、貯金等） 

依存財源＝国や道などから定められた額を交付された

　　　　　り割り当てられる収入。 

　　　　　（家計に例えると、親からの援助、借金等） 

　自治体間の豊かさの不均衡（財政力

の格差）を是正するため、国が国税の

一定割合を自治体に交付する地方交付

税の歳入に占める割合。（家計に例え

ると、親から援助を受けている割合）

左表で見ると、４町の中で１番低い状

況にありますが、全道平均数字と比較

すると、本町をはじめとして他の３町

も地方交付税に大きく頼っているのが

現状です。 

60
％ 

40

20

地方交付税比率 

全道平均　29.5％ 

40 42

54 53

標
津
町
 

羅
臼
町
 

別
海
町
 

中
標
津
町
 

11 
12 
13 
14 
15

11 
12 
13

別 海 町  

11 
12 
13

羅 臼 町  

11 
12 
13

148     
   150    
     160 
   154  
142      

227 
224  
205  

43 
41 
41

92 
74     
69       

1000

※中標津町のＨ14は歳出決算見込額、Ｈ15は当初予算額 

200 300億円 

標 津 町  

中標津町 

別 海 町  

羅 臼 町  

0

人件費 

20 40 60 80 100％ 

標 津 町  

中標津町 

過去３年間の支出の変化（Ｈ11～Ｈ13） 

使ったお金の割合（平成13年度決算） 

入ってきたお金の割合（平成13年度決算） 

財政データ 

別 海 町  

羅 臼 町  

0 20 40 60 80 100％ 

標 津 町  

中標津町 

その他の経費 

公共事業費 公債費 

町税 自主財源 

地方債 その他 

自主財源その他 

地方交付税 依存財源 

15

15

32 12 41

15 14 40 14 17

10 15 42 11 12

15 13 54 6 11

9 13 53 8 17

38 11 36

18 24 17 41

26 8 14 52

  合
併
特
例
債
を
起
こ
す
こ
と
が
 

で
き
、
借
入
率
は
対
象
事
業
費

の
九
十
五
%
で
、
元
利
償
還
金

の
七
十
%
が
普
通
交
付
税
で
交

付
さ
れ
ま
す
。
 

　
②
合
併
直
後
の
臨
時
的
経
費

に
対
す
る
財
政
措
置
の
他
、
行

政
の
一
体
化
や
住
民
サ
ー
ビ
ス

水
準
の
調
整
経
費
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
 

●住民１人当たりの貯金（４町で２番目） 

　住民１人当たりの貯金は、標津町につ

いで２番目に多い21万円。 

しかし、貯金は借金の３分の１。 

●住民１人当たりの借金（４町で２番目） 

　住民１人当たりの借金は、羅臼町につ

いで２番目に少ない60万円。 

病院会計や下水道会計を含めた借金は１

人当たり140万円と、町全体では多額の

借金となっています。 

※住民１人当たりの貯金と借金は平成13

年度末の積立金及び地方債残高を平成14

年３月31日現在の各町人口で割り算した数。 

50

100

150

住民１人当たりの貯金と借金住民１人当たりの貯金と借金 

21

60

10 11

56
65

126123

貯金貯金 借金借金 

標
津
町

標
津
町
 

羅
臼
町

羅
臼
町
 

別
海
町

別
海
町
 

中
標
津
町

中
標
津
町
 

中標津町民１人当たりの借金は 
貯金の約3倍 60万円 

●住民１人当たりの貯金（４町で２番目） 

　住民１人当たりの貯金は、標津町につ

いで２番目に多い21万円。 

しかし、貯金は借金の３分の１。 

●住民１人当たりの借金（４町で２番目） 

　住民１人当たりの借金は、羅臼町につ

いで２番目に少ない60万円。 

病院会計や下水道会計を含めた借金は１

人当たり140万円と、町全体では多額の

借金となっています。 

※住民１人当たりの貯金と借金は平成13

年度末の積立金及び地方債残高を平成14

年３月31日現在の各町人口で割り算した数。 

50

100

150

住民１人当たりの貯金と借金 

21

60

10 11

56
65

126123

貯金 借金 

標
津
町
 

羅
臼
町
 

別
海
町
 

中
標
津
町
 

中標津町民１人当たりの借金は 
貯金の約3倍 60万円 

※
１
　
市
町
村
行
財
政
運
営
シ

　
　
　
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
 

○
財
政
推
計
に
あ
た
っ
て
は
、

現
時
点
で
の
制
度
を
基
に
、

将
来
予
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

○
収
入
や
支
出
な
ど
の
個
別
項

目
を
ま
と
め
て
推
計
し
た
り
、

一
定
の
伸
び
率
を
使
っ
て
額

を
推
計
す
る
手
法
を
取
っ
て

い
ま
す
。
 

○
市
町
村
に
お
け
る
事
情
、
例

え
ば
、
税
収
が
伸
び
る
見
込

み
や
大
型
建
設
事
業
を
実
施

す
る
計
画
な
ど
は
考
慮
し
て

い
ま
せ
ん
。
 

○
今
後
の
税
財
源
の
移
譲
や
、

現
時
点
で
内
容
が
不
明
な
制

度
変
更
を
伴
う
も
の
な
ど
に

つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
ま
せ
ん
。
 

    

          ※
２
　
赤
字
団
体
 

　
単
年
度
収
支
な
ど
で
赤
字
に

な
る
と
、
財
政
再
建
団
体
の
指

定
を
受
け
、
国
の
完
全
な
管
理

下
で
、
健
全
財
政
へ
の
転
換
を

目
指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
過

去
に
、
中
標
津
町
も
財
政
再
建

団
体
の
指
定
（
一
九
五
六
年
）

を
受
け
た
苦
い
経
験
が
あ
り
ま
す
。
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主
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共
施
設
位
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図

主
要
公
共
施
設
位
置
図 
主
要
公
共
施
設
位
置
図 

【医　　院】 
  　①石田医院…………………………12-9112 
  　②大野整形外科……………………13-4088 
  　③中標津眼科クリニック…………12-1146 
  　④中標津こどもクリニック………18-8311 
  　⑤中標津脳神経外科………………13-1500 
  　⑥富沢内科医院……………………12-2516 
  　⑦古野産婦人科医院………………13-5700 
 
【歯科医院】 
  　⑧アズ・プラザ歯科クリニック…12-8241 
  　⑨ウイズ矯正歯科…………………18-8002 
  　⑩カミング歯科医院………………13-4418 
  　⑪笹谷歯科医院……………………13-5222 
  　⑫歯峰会中標津歯科診療所………12-5511 
  　⑬菅原歯科医院……………………13-5255 
  　⑭中央歯科医院……………………12-1110 
  　⑮中標津総合歯科診療所…………12-9117 
  　⑯中島歯科クリニック……………12-8811 
  　⑰中松歯科医院……………………12-8827 
  　⑱花山歯科医院……………………13-2233

春の転勤などで例年、800人位

の方が新しい中標津町民となり

ます。また、４月からプラット

（総合福祉センター）など、新

しい施設がオープンしました。 

このため、町民から公共施設位

置図の要望が多いことから、今

回町民の身近な施設マップを作

成してみました。 

中標津町総合文化会館 
13-1131 

中標津町図書館 
13-1121

中標津霊園 
12-2153

中標津町シルバースポーツセンター 
12-0170

中標津町保健センター 
12-2733

中標津消防署 
12-2181

中標津町役場 
13-3111

中標津下水終末処理場 
12-4307

釧路開発建設部中標津道路事務所 
12-3221

釧路地方法務局中標津出張所 
13-1212

中標津警察署中央交番 
13-4193

中標津東９条郵便局 
12-3969

釧路土木現業所 
中標津出張所 
12-3213

4

7

3

国道272号 道道 

16
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中標津町温水プール 
12-7001

中標津体育館 
12-2316

中標津町総合福祉センター 
19-8666

町立中標津病院 
12-8200

中標津町交通センター 
12-6866

中標津町運動公園 
今冬完成予定（一部） 

中標津町森林公園 
13-2191

道立ゆめの森公園 
12-0471

中標津空港 
12-4866

道立根釧農業試験場 
12-2004

中標津警察署 
12-0110

中標津保健所 
12-2168

根室支庁 
中標津合同庁舎 
12-2161

中標津経済センター 
中 標 津 町 商 工 会  

12-2720 
ハローワーク　　 

12-2544

中標津町職業訓練センター 
12-2764

中標津郵便局 
12-3100

1

5

6

8

9

10

211

13
12

15

18

17

14

中標津町武道館 
12-7002

中標津町郷土館 
12-2190
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　分ければ資源 　ごみの排出方法が変更になって、早１

カ月が過ぎました。 

　ごみの中には、資源としてよみがえら

せることができるものが、まだまだたく

さんあります。 

　分別をしっかり行い、ごみの再資源化、

減量化を推進しましょう。 

資源ごみの分別方法（資源ごみは、それぞれ中を軽くすすいでから出してください） 
 
●収集資源ごみ（５種分別）透明または半透明の袋を用い、種類ごと別々に分けて出してください。 

品　　　目 主　　な　　種　　類 分　　　別　　　基　　　準　　　等 

スチール缶 

ペットボトル 

ガラスびん類 

食品用白色トレー・ 
発泡スチロール類 

アルミ缶 

ジュースの缶、ビールの缶、 
お菓子の缶、缶詰の缶など 
 
ジュースの缶、ビールの缶、 
お菓子の缶、缶詰の缶など 
 
生鮮食料品など食品に使用され 
ている白色の発泡スチロールト 
レー 
 
ジュースのびん、お酒のびん、 
調味料のびんなど 

ジュース、お茶、焼酎のペット 
ボトルなど 

中を軽くすすいでから出す。 

中を軽くすすいでから出す。 
キャップやふたは、燃やせないごみに出してください。 
ビール瓶や一升瓶などは、できるだけ販売店に返却してください。 

中を軽くすすいでから出す。 
キャップは、必ず燃やせないごみに出してください。 
特に2リットルを超えるような大きなペットボトルについては、 
踏みつぶすなど、容量を小さくしてから出すようにしましょう。 

g

収集ごみとして新聞・雑誌・段ボール類を出す場合は、有料（指定袋に入れる）になります。 
再資源化、経費節減のうえからも、ごみとして出さずに次のいずれかの方法により処理しましょう。 

①資源回収モデル町内会の資源一時保管庫を利用する。 
②古紙回収業者に渡す。 
③直接、中標津町一般廃棄物最終処分場に搬入する。→上記の収集資源ごみ５種類のほか、新聞・雑誌・段ボール類
を分別して搬入し、その他のごみと分けて計量することが可能な場合は無料となります。（新聞・雑誌・段ボール
類については、それぞれ束ねてひもで縛る） 

　ごみの減量を 

・生ごみを減量しましょう 

　ごみ全体の約４割を占めているといわれる生ごみ。その70～80％は水分です。水切りを十分行いましょう。 
　町では、コンポストや電動式生ごみ処理機の購入助成を行っています。生活課にお問い合わせください。 
・集団回収に積極的に参加しましょう 

　資源ごみの中には、新聞紙やアルミ缶など、お金になるものもあり、町内会の収入源にもなっています。資源回収モデ
ル町内会の資源一時保管庫を積極的に利用しましょう。 
・使い捨て商品の使用を控えましょう 

　ごみの減量を考え、詰め替えできる商品を利用しましょう。 
・過剰包装は断りましょう　 

　過剰な包装は資源の無駄遣いです。 
・買い物袋を持参しましょう 

　　買い物の際には、袋を持参しましょう。商店からの紙袋やレジ袋はごみを増やすことになります。 
・物を最後まで大切に使いましょう 

中を軽くすすいでから出す。 
軽く握りつぶす程度にしてから出す。 
 
軽くすすいでから出す。 
プラスチックのトレーや断熱材は混ぜないでください。 
カップめんなどの容器は、燃やせないごみに出してください。 
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国民年金 

Ｑ ．国民年金には種類があるの？ 

四
月
の
異
動
で
六
名
の
新
し
い
医
師
が
 

着
任
し
ま
し
た
。
 

①
出
身
大
学
　
②
卒
業
年
　
③
専
門
 

町
立
中
標
津
病
院
 

新
任
医
師
紹
介
し
ま
す
 

外
科
　
医
長
 

　
増
　
子
　
佳
　
弘
 

 
（
ま
す
こ
　
よ
し
ひ
ろ
）
 

 
①
北
大
 

 
②
昭
和
六
十
三
年
 

 
③
外
科
一
般
・
透
析
 

眼
科
　
医
長
 

　
山
　
田
　
大
　
樹
 

 
（
や
ま
だ
　
た
い
き
）
 

 
①
東
京
医
科
大
学
 

 
②
平
成
十
年
 

 
③
眼
科
一
般
・
白
内
障
 

皮
膚
科
　
医
長
 

　
小
　
池
　
且
　
弥
 

 
（
こ
い
け
　
か
つ
や
）
 

 
①
旭
川
医
科
大
学
 

 
②
平
成
二
年
 

 
③
皮
膚
科
全
般
 

麻
酔
科
　
医
長
 

　
四
　
釜
　
裕
　
睦
 

 
（
し
か
ま
　
ひ
ろ
ち
か
）
 

 
①
北
大
 

 
②
平
成
五
年
 

 
③
麻
酔
一
般
 

内
科
　
医
師
 

　
羽
　
廣
　
敦
　
也
 

 
（
は
び
ろ
　
あ
つ
や
）
 

 
①
旭
川
医
科
大
学
 

 
②
平
成
十
一
年
 

 
③
消
化
器
内
科
 

耳
鼻
咽
喉
科
　
医
師
 

　
水
　
町
　
貴
　
諭
 

 
（
み
ず
ま
ち
　
た
か
つ
ぐ
）
 

 
①
北
大
 

 
②
平
成
十
一
年
 

 
③
耳
鼻
咽
喉
科
一
般
 

A．国民年金は、次の３つの柱から成り立っています。 

　　①老齢年金⇒将来、年をとって受給する。 

　　　（国民年金と他の制度を通算し、25年以上の受給資格期間が必要） 

　　②障害年金⇒病気やケガで障害になったとき受給する。 

　　③遺族年金⇒働き手を失ったときに残された妻や子供達が受給できる。 

　　　あなたの年金受給はもとより、家族の生活を支えあう制度です。まだ加入

　　　の届出をされていない方は、すぐ加入しましょう！ 

　　　そして、自分自身や家族のためにも年金権を確保しましょう。 

 

　★すでに国民年金に加入されている方でも、転職、退職、結婚など人生の節目

　　にはその都度手続きが必要です。手続きをしないと年金が受けられない場合

　　や、減額されることもありますのでご注意下さい。 

 

　　20歳からのセーフティネット、国民年金 



10

 町
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

 募
集
団
地
　
泉
団
地
 

●
三
階
建
の
３
L
D
K
 

　
平
成
九
年
建
設
　
　
　
　
二
戸
 

　
家
賃
　
二
万
四
千
百
円
〜
三
万
九
千
 

　
　
　
　
九
百
円
 

募
集
団
地
　
あ
ず
ま
グ
リ
ー
ン
団
地
 

●
三
階
の
３
L
D
K
 

　
平
成
三
年
建
設
　
　
　
　
二
戸
 

　
家
賃
　
二
万
五
百
円
〜
三
万
四
千
円
 

●
二
階
の
１
L
D
K
 

　
平
成
二
年
建
設
　
　
　
　
一
戸
 

　
家
賃
　
一
万
三
千
九
百
円
〜
二
万
三
 

　
　
　
　
千
円
 

募
集
団
地
　
東
中
団
地
 

●
平
屋
の
３
L
D
K
 

　
昭
和
五
十
八
年
建
設
　
　
一
戸
 

　
家
賃
　
一
万
四
千
六
百
円
〜
二
万
四
 

　
　
　
　
千
百
円
 

募
集
団
地
　
計
根
別
団
地
 

●
二
階
の
３
L
D
K
 

　
平
成
九
年
建
設
　
　
　
　
一
戸
 

　
家
賃
　
一
万
九
千
三
百
円
〜
三
万
千
 

　
　
　
　
九
百
円
 

●
一
階
の
２
L
D
K
 

　
平
成
六
年
建
設
　
　
　
　
一
戸
 

　
家
賃
　
一
万
六
千
六
百
円
〜
二
万
七
 

　
　
　
　
千
六
百
円
 

募
集
団
地
　
宮
下
団
地
 

●
二
階
の
２
L
D
K
（
母
子
住
宅
・
十
 
 
 
 
 

 
八
歳
未
満
を
扶
養
す
る
母
子
世
帯
）
 

　
昭
和
六
十
年
建
設
　
　
　
一
戸
 

　
家
賃
　
一
万
二
千
円
〜
一
万
九
千
九
 

　
　
　
　
百
円
 

申
込
期
限
　
平
成
十
五
年
五
月
十
九
日
 

　
　
　
　
　
（
月
）
ま
で
 

受
付
場
所
　
管
理
課
住
宅
係
 

選
考
方
法
　
町
営
住
宅
運
営
委
員
会
の
 

意
見
を
聞
い
て
、
入
居
申
込
者
の
住
宅

困
窮
度
の
高
い
方
か
ら
入
居
を
決
定
し

ま
す
。
 

 六
月
三
十
日
ま
で
 

林
野
火
災
危
険
期
間
 

 　
五
月
〜
六
月
は
、
林
野
火
災
発
生
の
 

危
険
性
が
き
わ
め
て
高
い
期
間
で
す
。
 

入
林
さ
れ
る
方
は
森
林
所
有
者
の
許
可
 

を
得
て
入
林
す
る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
 

タ
バ
コ
、
マ
ッ
チ
な
ど
火
の
取
り
扱
い
 

に
は
十
分
注
意
願
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
期
間
中
の
火
入
れ
は
極
力
避
 

け
て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
 

 愛
犬
の
狂
犬
病
予
防
注
射
の

お
知
ら
せ
 

 　
平
成
十
五
年
度
の
犬
の
登
録
受
付
及
 

び
狂
犬
病
予
防
注
射
の
実
施
日
は
、
五
 

月
十
一
日
（
日
）
、
五
月
十
八
日
（
日
）
 

の
二
回
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
実
施
場
所
、
時
間
等
詳
し
い
こ
と
は
、
 

生
活
課
環
境
衛
生
係
ま
で
。
 

 調
理
師
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
 

 　
平
成
十
五
年
度
の
調
理
師
試
験
が
行
 

わ
れ
ま
す
。
 

★
試
験
日
　
八
月
二
十
八
日
（
木
）
 

★
試
験
地
　
釧
路
市
 

★
願
書
受
付
期
間
　
五
月
二
十
六
日
 

（
月
）
〜
五
月
三
十
日
（
金
）
 

★
願
書
受
付
先
　
中
標
津
保
健
所
 

★
受
験
手
数
料
　
六
千
五
百
五
十
円
 

　
　
　
　
　
　
（
北
海
道
収
入
証
紙
）
 

　
詳
し
く
は
中
標
津
保
健
所
健
康
推
進
 

課
保
健
予
防
係
（
1
２
―
２
１
６
８
）
 

ま
で
。
 

 『
根
室
の
さ
く
ら
』
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
！
 

 「
根
室
の
さ
く
ら
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

●
応
募
規
定
 

・
根
室
支
庁
管
内
で
撮
影
さ
れ
た
も
の

　
（
さ
く
ら
の
種
類
は
問
わ
な
い
）
 

・
未
発
表
の
も
の
で
、
他
に
応
募
予
定

　
の
な
い
も
の
 

・
２
L
サ
イ
ズ
の
カ
ラ
ー
写
真
（
デ
ジ

　
タ
ル
カ
メ
ラ
撮
影
は
不
可
）
 

●
応
募
締
切
　
七
月
十
一
日
（
金
）
 

●
賞
　
金
賞
一
点
　
賞
金
三
万
円
　
　

　
（
根
室
の
特
産
品
五
千
円
相
当
）
 

銀
賞
二
点
　
賞
金
一
万
円
 

　
　
（
根
室
の
特
産
品
五
千
円
相
当
）
 

銅
賞
五
点
　
賞
金
五
千
円
 

　
　
（
根
室
の
特
産
品
五
千
円
相
当
）
 

税　　金 

M A T I O N

くらし の広場 
5

May誇りをもって 
　働き豊かなまちに 
　　しましょう 
                  　町民憲章より 

 の広場 
May

5

 
５月は固定資産税（第１期）と 
軽自動車税（全期）の納期限です 

 
　固定資産税の第１期と軽自動車税
全期の納期限は６月２日です。 
　忘れずに納期内に納めましょう。 
　町税はみんなの財産です。町税を
有効に使うため、納期内納付にご協
力をお願いします。 
＜町税等各種収納金の納付は口座振
替で＞ 
　納税等には、便利で、安心、確実
な口座振替を利用しましょう。 
　預貯金通帳、届け出印、納付書を
ご持参のうえ、銀行または郵便局、
農協、役場のいずれかの窓口で申し
込みください。 
＜収納窓口の休日開設及び平日開　
設時間を延長＞ 
　５月の収納窓口開設時間延長日は
16日（金）と30日（金）午後５時15分～午
後８時まで、休日開設日は25日（日）午
前９時～午後５時までです。 
　収納窓口開設時間延長、休日開設
に合わせて納税相談を実施していま
すので、納税についてご相談ください。 
 
６月２日は自動車税の納期限です 
 
　自動車税の納期限は６月２日です。
忘れずに納めましょう。 
　また、納められた際の「納税証明
書」は車検を受けるために必要です。
大切に保管しましょう。 
納税に関するご相談は、根室支庁総
務部税務課納税係1（0153）24－
5466（税務課直通） 
 
定期出張税務相談の実施について 
 
　札幌国税局税務相談室釧路分室では、
毎年定期出張税務相談を実施してお
ります。本年度も下記日程で実施す
る予定になっておりまますので、税
に関する疑問、お悩みをお持ちの方
はご利用ください。 
●実施予定日時 
　①平成15年５月26日（月） 
　②平成15年９月25日（木） 
　③平成15年11月25日（火） 
　④平成16年３月25日（木） 
※時間はいずれも午前10時～午後３
　時まで。 
●実施場所 
　中標津経済センター｢なかまっぷ｣ 
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20
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7
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1

8

15

22

29

 

2

9

16

23

30

日 月 火 水 木 金 土 

社会保険事務所相談所開設日のおしらせ 
日時／５月20日（火）午後１時～午後５時　　場所／中標津町経済センター 
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くらし の広場 
May誇りをもって誇りをもって 

　働き豊かなまちに　働き豊かなまちに 
　　しましょう　　しましょう 
                  　町民憲章より 

くらし 
誇りをもって 
　働き豊かなまちに 
　　しましょう 
                  　町民憲章より 

総合福祉センター 
（プラット）からのお知らせ 
 
　４月１日にオープンした中標津町
総合福祉センター（プラット）の中
にあります健康増進室は、町民の皆
さんの健康増進及び体力増強を目的
とした各種トレーニング機器を揃え
ています。 
　５月からは次の時間帯でご利用さ
れる皆さまに対し機械の操作方法や、
体力に合わせたトレーニング方法等
の指導を行う専属の指導員を配置す
ることになりましたので、ご利用く
ださい。 
◆時　間 
　毎週水曜日 
　　午後５時30分～午後８時30分迄 
　毎週金曜日 
　　午後１時～午後５時迄 
　※上記以外でも一般開放していま
　　す。 
　　（午前９時～午後10時迄） 
◆使用料 
　中学生以下…………無　料 
　※保護者同伴必要 
　高校生・65歳以上……200円 
　一　　　　　　般……300円 
 
子育て支援くらぶ募集のお知らせ 
 
　親子のふれあいの場、おともだち
づくりの場として、小さなお子様を
もつおかあさんのためのくらぶを総
合福祉センター（プラット）で開設
します。 
◆ばぶばぶくらぶ（20組） 
　毎月第２・第４水曜日（５月28日
開始）午前10時～12時 
　０歳児をもつおかあさんのひろば
です。簡単な手芸や工作をしたり、
いろいろなことをおはなししたり、
楽しいひとときをお過ごしください。 
◆よちよちくらぶ（20組） 
　毎月第１・第３水曜日（５月21日
開始）午前10時～12時 
　よちよち歩きのお子さんとおかあ
さんが、いっしょに体操をしたり、
簡単な工作をしたりする親子遊び
のためのくらぶです。 
　各くらぶ10回コースで登録制とな
りますので、お申し込みが必要です。
申込対象は０歳児の保護者（祖父
母等可）となります。なお、定員
に達した場合は、次回のコースの
ご案内となる場合もありますので
ご了承願います。 
　詳細につきましては、下記までお
問い合わせください。 
●受付開始日　 
　５月８日から（先着順） 
●申込・問い合わせ先 
　福祉課母子児童育成係（子育て支
援総合窓口） 
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『まちづくり出前講座』 
　｢町村合併はするの？｣、｢北方領土対策はどんなことをしているの？｣、

など、まちづくりに関する町の考え方や、いろいろな施策について担

当職員が解説します。 

　期間は、平成15年５月～10月の平日午前９時～午後９時までの間

で一開催２時間程度です。 

　町内在住者５名以上の参加人数で開催できますので、開催する２

週間前迄に企画財政課企画係に申し込んでください。 

福　　祉 
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VOL.485 （　） 内は前月比 

誕生  19人  死亡  10人 
転入  181人  転出  439人　 

３月31日現在住民登録人口 

町の人口 
男 
女 

世 帯 数 

23,552（－247） 
11,547（－139） 
12,005（－108） 
9,732（－  92） 

なかしべつ  

平成14年６月1日現在で実施した国の商業統計調査で中標津町は、前
回調査（平成11年）と比較して各項目とも増加し、商店数で411店（５
店増）従業員数で3,003人（127人増）年間商品販売額で1,077億円（98
億円増）となりました。 
この結果、全道町村の中では商店数では１位（前回２位）従業員数と
年間商品販売額では上磯町に次いで２番目（前回２位）の結果となり
ました。 
 
　国が統計法に基づき、平成14年６月１日現在で全国一斉に実施した
商業統計調査結果が公表されました。この調査は、全国の卸売・小売
業を漏れなく調査するいわば「商業の国勢調査」ともいうべきもので、
全国の事業所の分布状況や販売活動の実態などを明らかにすることを
目的とする調査です。この調査で、全国及び北海道では各項目とも減
少する中、中標津町は商店数で411店（５店増）、従業員数で3003人（127
人増）年間商品販売額で1,077億円（98億円増）と増加する結果とな

りました。前回の調査（平成11年）では道内
町村（178町村）の中で各項目とも、上磯町
についで2番目でしたが、今回の調査で商店
数では、上磯町を抜いて１位になった他、他
項目でも中標津町は上磯町（１位）との差が
縮小している結果となりました。また、町民
1人当たりの年間商品販売額でも一番多い453
万円（表２の町村の中で）となっています。 
　今回の公表結果では、全国、全道平均で減
少する中、中標津町は各項目とも前回より上
昇する結果となっていますが、増加率の鈍化
や近年、中標津市街地での空き店舗が増加す
るなど、全国的な不況の影響が浸透している
結果となっています。 

平成14年 商業統計調査結果 平成14年 商業統計調査結果 

（表２）　全道町村の人口と商業統計調査項目別順位 

（表１）　平成14年商業統計調査結果 

商業統計調査の推移 

平　成　14　年　商　業　統　計　調　査 
町　　　名 

町　　名 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

400

300

200

1001,000

2,000

3,000

従業員数 

従業員数 

商店数 
商店数 

40,964 

37,228 

29,180 

25,374 

23,756

（店、人、万円） 

411 

408 

334 

301 

286

3,416 

3,003 

2,659 

2,657 

2,196

10,856,264 

10,773,721 

7,991,214 

7,157,000 

4,698,298

音　更　町 

上　磯　町 

七　飯　町 

幕　別　町 

中 標 津 町  

中 標 津 町  

上　磯　町 

静　内　町 

余　市　町 

美　幌　町 

中 標 津 町  

 

北　海　道 

 

全　　　国 

上　磯　町 

中 標 津 町  

音　更　町 

釧　路　町 

静　内　町 

上　磯　町 

中 標 津 町  

音　更　町 

釧　路　町 

静　内　町 

商店数 

商店数（店） 

対前回比 

対前回比 

対前回比 

対前回比 

対前回比 

対前回比 

対前回比 

対前回比 

対前回比 

11年 

406 411 2,876 3,003

71,980 66,506

△7.6％ 

△8.4％ 

1.2％ 

1,832,734 1,679,590

516,518 223,000 202,478547,818

△5.7％ 

△8.4％ 

4.4％ 

1,197万人 

△9.2％ 

△3.7％ 

10.0％ 

582兆2,850639兆2,8511,252万人 

978 1,077

14年 11年 14年 11年 14年 

従業員数（人） 年間商品販売額（億円） 

H14.5.31 

人　  口 町　　名 従業員数 町　　名 年間商品販売額 

Ｈ3

381

2,275 2,428 2,539 2,876 3,003

375 372

406
411

Ｈ6 Ｈ9 Ｈ11 Ｈ14

※前回より上昇　　前回より減少 → 

→ 

→ 

→ 

→ 
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→ → 

→ 
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→ 


